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本棚を整理したいので，溜まっている論文のメモを書いて未来への手紙とすることに
する．
以下の論文は，位相空間 X について直積 Xm が任意の基数 m について正規ハウ
スドルフならば X はコンパクトハウスドルフという Noble の定理から発展した論文
を集めた論文の束だと思う．この Noble の定理については電波通信でも紹介してい
る (https://concious4410.hatenablog.com/entry/2016/07/06/223459)．証明の方針と
しては，X が一点ならば話は簡単なので X は 2 点以上含んでいるとしても良い．まず
Stoneの定理というのがあり，これはコンパクトでない距離空間 Z と非可算濃度 mにつ
いては Zm は正規ではないという定理である．ちなみにこの定理を使うと完全正則だが
正規でない例がたくさん作れる．このことから，もしも位相空間 X について Xm が任意
の基数 m について正規ならば X が可算コンパクトであることがわかる．これは背理法に
よって示される．X に閉集合であるような可算離散空間 D が存在すると Dm は正規空間
X の閉部分空間なので正規でなければならないが，これは Stoneの定理に矛盾というわ
けである．また森田の定理というのがありそれは X × {0, 1}m が正規ならば X は m-パ
ラコンパクトというものである．空間 X が 2点以上で Xm がいつも正規ならばこの条件
を満たすので X は任意の mについて m-パラコンパクトである．つまりパラコンパクト
である．さてパラコンパクトな可算コンパクト空間はコンパクトなので X はコンパクト
ハウスドルフである．
まあそれはさておき Noble の定理の簡単な証明に関するものは [2], [4], [7], [12] で
ある．
論文 [11] は Noble 自身による論文で Stone の定理に関するものである．これは上の

Nobleの定理の萌芽だと思う．
Nobleの原論文は [9] と [10] である．論文? [3] も参照のこと．
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Noble の定理に関連する概念として [a, b]-compactness がある．これは別に Noble の
定理以前からあるやつだと思う．またこの概念はM. E. Rudin による Dowker space の
構成にも関係ある．これに関連する論文は以下の通りである．[14], [8], [1], [6], [13], [5].
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